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今月の表紙

かえでこども園の園児

特
集
　
子
育
て
す
る
な
ら
こ
の
ま
ち
で

Y O S A N O広報よさの

人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来



´
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与謝野町の出生数（令和２年度）

地域 出生数 地域 出生数 地域 出生数

算所 ５ 明石 ２ 男山 １

加悦奥 １ 香河 ０ 三河内 １５

加悦 ２ 石田 ２ 岩屋 ３

後野 １ 弓木 ５ 幾地 ４

与謝 １ 立町 ３ 四辻 ５

滝 １ 浜町 ８ 上山田 ４

金屋 ４ 薮後 ４ 下山田 ８

温江 ０ 東町 ７ 石川 ７
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ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

― 

マ
マ
と
パ
パ
で
一
緒
に
育
児 

―

　
こ
れ
か
ら
マ

マ
、
パ
パ
に
な

る
２
人
と
保
健

師
が
面
談
。
出

産
に
向
け
て
の

準
備
、
産
後
の

育
児
計
画
「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
計
画
」
を
一

緒
に
作
成
し
ま
す
。

　　
２
人
で
協
力
し
て
育
児
を
し
て
い
く
こ

と
を
保
健
師
と
確
認
し
合
い
、
最
後
に
赤

ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
「
誓
い
」
を
た
て

ま
す
。
書
き
留
め
た
計
画
書
は
２
人
に
お

渡
し
し
ま
す
。

人
。
こ
の
数
字
は
令
和
２
年

度
の
与
謝
野
町
の
出
生
数
で

す
。
町
発
足
以
来
、
最
小
と
な
り
、

令
和
３
年
度
も
１
０
０
人
を
割
る
見

通
し
で
す
。

　
日
本
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
少
子

高
齢
化
社
会
が
続
い
て
お
り
、
特
に

「
少
子
化
」
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

そ
の
中
で
も
与
謝
野
町
で
は
、
生
ま

れ
て
く
る
大
切
な
命
を
ま
ち
ぐ
る
み

で
育
む
た
め
「
妊
娠
」「
出
産
」「
子

育
て
」
期
間
に
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
与
謝
野
町
が
行
っ

て
い
る
子
育
て
支
援
の
内
容
を
特
集

し
ま
す
。

― 

子
育
て
特
集
　
切
れ
目
の
な
い
支
援 

―

子
育
て
す
る
な
ら

こ
の
ま
ち
で

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
プ
レ
マ
マC

a
fe

　　
妊
娠
中
の

生
活
を
健
や

か
に
過
ご
し

安
心
し
て
出

産
や
産
後
の

生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
情

報
提
供
や
保
健
指
導
の
場
と
し
て
、ま
た
、

マ
マ
の
交
流
の
場
と
し
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ

Ｏ
プ
レ
マ
マC

a
fe

」
を
開
催
し
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》　

会
場
　
野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
催
数
　
年
11
回
の
開
催
予
定

内
容
　
保
健
師
・
助
産
師
か
ら
保
健
指
導
・

足
浴
・
乳
房
の
ケ
ア
、
図
書
館
司
書
か
ら

絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
　

そ
の
他
　
開
催
日
は
、母
子
手
帳
交
付
時
、

広
報
よ
さ
の
お
知
ら
せ
版
（
毎
月
25
日
発

行
）、
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
文
字
放
送
・

デ
ー
タ
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
妊
婦
健
康
診
査

　
妊
娠
後
は
、
病
院
や
助
産
院
で
定
期
的

に
妊
婦
の
た
め
の
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
妊
婦

健
診
は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
「
自

費
健
診
」
で
す
。
与
謝
野
町
で
は
、
妊
婦

健
康
診
査
受
診
券
を
交
付
し
費
用
を
負
担

し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

《
基
本
受
診
　
14
回
分
》

▼
問
診 

▼
診
察 

▼
体
重
測
定 

▼
血
圧
検

査 

▼
尿
検
査 

▼
保
健
指
導

《
追
加
受
診
　
14
回
分
》

▼
血
液
検
査 

▼
免
疫
検
査 

▼
Ｂ
群
溶
血

性
レ
ン
サ
球
菌
検
査 

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検

査 

▼
子
宮
頸
が
ん
検
査 

▼
超
音
波
検
査 

▼
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査 

▼
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検
査

※ 

15
回
以
上
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

2 人のがんばりたいこと、誓い

【ママ】穏やかに、楽しく子育てしたい！
【パパ】お母さんが１人で思い悩み、溜め込まな
いようにサポートしたい！

【ママ】お父さんの思いと一緒！頑張らずにいら
れたらいいな！
【パパ】自然体でいられたら。子どもたち、それ
ぞれの色を受け止めながら生活できたらいいな！

－ 実際の２人の誓いの言葉を紹介 －

出産に向けて助産師に相談できます

夫婦で準備を

妊娠中のママの不安や悩みは尽きません。出

産前のこと、産後のこと、育児のこと ･･･。

与謝野町では、夫婦協力して育児をするため

の計画作成、ママ友との交流の場や保健指導

の場を準備しています。また、健診費用を負

担する制度もありますので、安心して出産を

迎えることができます。

妊娠期

■ 

お
聞
き
す
る
主
な
こ
と 

 

妊
娠
が
分
か
っ
た
と
き
の
気
持
ち
は
？

 

緊
急
時
の
受
診
ど
う
動
く
？

 

出
産
準
備
用
品
ど
う
す
る
？

 

陣
痛
が
き
た
ら
？

 

立
ち
会
い
出
産
で
き
る
？

 

産
休
・
育
休
・
里
帰
り
は
？

 

家
の
こ
と
・
育
児
で
何
が
で
き
る
？

 

マ
マ
が
疲
れ
た
ら
ど
う
す
る
？

 

育
児
支
援
し
て
く
れ
る
人
は
？

２人の大きな「愛」が育んだ大切な命。

喜びや楽しみの反面、不安も尽きないのではないでしょうか。

　誰に相談したらいいのかわからない ･･･

　何をいつから準備したらいいのかわからない ･･･

　授乳や沐浴ってどうしたらいいの ･･･

　ちゃんと成長しているのだろうか ･･･

　育児に行きづまってしまった ･･･

与謝野町では、お子さんが産まれる前からママやパパの不安を

少しでもなくし、安心して出産できるようサポートしています。

産後や医療、お子さんの発達のサポートも充実しています。

問い合せ先　子育て応援課 ☎４３-９０２４

93
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産
後
う
つ
病
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
票
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
で
開
発
。
10
個
の
質
問
に
母

親
が
回
答
し
、
調
査
時
の
１
週
間
の
状

態
を
知
る
も
の
で
す
。
下

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
質

問
票
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成

　
生
後
１
か
月
程
度
以
内
に
実
施
す
る
こ

と
が
有
効
と
さ
れ
て
お
り
、
音
声
言
語
発

達
等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
非
常
に
重
要
な
検
査
。
出
産
後

の
入
院
中
の
検
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》

助
成
費
　
２
０
０
０
円

　
産
婦
健
康
診
査

　
産
後
う
つ
の

予
防
や
新
生
児

へ
の
虐
待
防
止

の
た
め
に
産
後

１
か
月
な
ど
、

出
産
間
も
な
い

時
期
に
母
体
の

身
体
的
機
能
の

回
復
や
授
乳
状
況
、
精
神
状
態
を
把
握
の

す
る
た
め
の
重
要
な
検
査
で
す
。
病
院
や

助
産
院
で
検
査
を
し
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》

費
用
　
２
回
ま
で
無
料
（「
健
康
診
査
受

診
券
」
を
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
と
併
せ

て
交
付
）

健
康
診
査
の
内
容

▼ 

問
診
　
育
児
不
安
、
授
乳
状
況
等

▼ 

診
察
　
体
重
・
血
圧
測
定
、
子
宮
・

乳
房
の
状
況
等

▼ 

尿
検
査
　
た
ん
ぱ
く
・
糖

▼ 

エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
質
問
票

　
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
質
問
票

　
産
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

― 

子
育
て
は
学
び
な
が
ら
、

息
抜
き
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で 

―

　
助
産
師
等
か
ら
マ
マ
の
身
体
の
ケ
ア

や
授
乳
指
導
、
育
児
相
談
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
「
抱
き
方
を
教

え
て
ほ
し
い
」「
沐
浴
に
自
信
が
な
い
の

で
し
っ
か
り
教
え
て
ほ
し
い
」「
ゆ
っ
く

り
体
を
休
め
た
い
」
な
ど
の
要
望
に
も
お

応
え
し
ま
す
。

　
１
回
に
４
人
の
マ
マ
が
利
用
で
き
る
の

で
、
マ
マ
友
づ
く
り
や
悩
み
、
リ
フ
レ
ッ

不妊治療費の助成不妊治療費の助成

　不妊で悩んでいる方、治療を受

けたい方などに医療費の助成を行

っています。

■ 対象の治療

排卵誘発剤の投与、不育症治療、

人工授精、男性不妊治療

■ 助成額

上限額１０万円

※ 医療保険の自己負担額と人工

授精の負担額の２分の１以内

■ その他

体外受精、顕微授精による特定不

妊治療は京都府の助成制度をご活

用ください。

特定不妊治療交通費助成特定不妊治療交通費助成
※ 京都府内初

　特定不妊治療は京都府が助成し

ていますが、１回の治療には５～

１０回程度の通院が必要となりま

す。しかし、指定医療機関が京都

市等遠方にあるため交通費の負担

が重くなります。与謝野町では通

院に対し助成を行っています。

■ 助成額

１度の申請につき、通院１回当た

り５，０００円を上限５回分

※ １年度につき１人２回まで申

請可

■ その他

京都府の助成制度と併用可能

京都府内初

特集　子育てするならこのまちで特集　子育てするならこのまちで

はじめまして赤ちゃん

約１０か月をお腹の中で一緒に過ごし、待ちに

待った我が子の誕生！　しかし、ホッとしたの

もつかの間。慣れない授乳やおむつ替えに追わ

れ戸惑いも多いと思います。想定外のことが続

き最初の数か月は心身ともに疲れのピークに。

そんなときは、助産師や保健師、保育士の力を

借りてみませんか。

出産期

シ
ュ
方
法
な
ど
を
共
有
で
き
る
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
応
援
課
か
ら
案
内
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
事
業
の
概
要
》

場
所
　
リ
フ
レ
か
や
の
里

料
金
　
１
回
１
０
０
０
円
（
入
浴
・
昼
食

と
夕
食
用
の
持
ち
帰
り
惣
菜
付
き
）

　
産
後
ケ
ア
事
業

― 

心
と
身
体
の
集
中
ケ
ア 

―

　
体
調
不
良
や
育
児
不
安
等
が
あ
る
方
の

産
後
う
つ
や
、
育
児
虐
待
の
未
然
防
止
を

図
る
た
め
の
事
業
。
病
院
等
の
空
き
ベ
ッ

ド
を
利
用
す
る
「
短
期
入
院
型
」
と
「
通

所
型
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》

料
金
（
短
期
入
所
型
　
１
泊
当
た
り
）

１
５
０
０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）　 日ごろのリフレッシュや相談の場となっています

６
０
０
０
円
（
そ
の
他
の
世
帯
）

料
金
（
通
所
型
　
１
日
当
た
り
）

５
０
０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

２
０
０
０
円
（
そ
の
他
の
世
帯
）

利
用
期
間
　
ど
ち
ら
も
７
日
以
内

　
子
育
て
短
期
支
援
事
業

　
身
体
や
精
神
的
な
疲
労
、
事
故
、
被
災

に
よ
り
お
子
さ
ん
の
養
育
が
一
時
的
に
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
乳
児
院
な
ど
の

施
設
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》

利
用
期
間
　
原
則
７
日
以
内

料
金

▼ 

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
ひ
と
り
親
家

庭
の
内
住
民
税
非
課
税
世
帯･･･

無
料

▼ 

住
民
税
課
税
の
ひ
と
り
親
家
庭
ま
た

は
住
民
税
非
課
税
世
帯

２
歳
未
満
　
１
１
０
０
円
以
内

２
歳
以
上
　
１
０
０
０
円
以
内

▼ 

そ
の
他
の
世
帯

２
歳
未
満
　
５
３
５
０
円
以
内

２
歳
以
上
　
２
７
５
０
円
以
内

　
新
生
児
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　
地
域
の
中
で
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
す
べ
て
の
乳
児
の
い
る
家
庭
を

訪
問
。
子
育
て
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
聞
い
た
り
、
子

育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
は
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
結
び
つ
け
た
り
し
ま
す
。

　
生
後
２
か
月
ま
で
に
保
健
師
が
、
生
後

４
か
月
ま
で
に
民
生
児
童
委
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

私たち保健師と民生児

童委員が訪問します

子育て医療制度

突発的な発熱やウイルスによる感染症、怪我など

子育てに医療はつきものです。与謝野町では、中

学生までの医療費を一律にする制度やひとり親支

援など、子育ての医療制度も充実しています。ま

た、きめ細かな健診を実施し、子どもの成長具合

を確認します。

子育て期　
子
育
て
支
援
医
療

― 

中
学
卒
業
ま
で
自
己
負
担
２
０
０
円 

―

　
健
や
か
に
子
ど

も
を
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
の
取

り
組
み
と
し
て
、

乳
幼
児
か
ら
中
学

生
ま
で
の
健
康
保

持
・
増
進
を
図
る
た
め
医
療
費
を
助
成
。

■ 

対
象
者

０
歳
児
～
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

■ 

自
己
負
担
額
（
所
得
制
限
な
し
）

２
０
０
円
　
※ 

１
か
月
１
医
療
機
関

■ 

注
意
事
項

保
険
診
療
以
外
の
費
用
や
入
院
時
の
食
事
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離乳食

「離乳食ってどんな食べ物から始めたらいい

の？」「ちゃんと食べてくれない」などのお悩

みは離乳食教室で解決。栄養士が離乳食のポイ

ントや調理方法をお伝えします。教室参加者に

は素敵なプレゼントを用意しています。

子育て期

特集　子育てするならこのまちで

療
養
費
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、２
０
０
床
以
上
あ
る
病
院
な
ど
で
は
、

他
の
医
療
機
関
の
紹
介
状
が
な
い
ま
ま
受

診
す
る
と
、
初
診
時
に
保
険
診
察
以
外
の

費
用
を
別
途
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ひ
と
り
親
福
祉
医
療

― 

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん 

―

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と
そ
の
親
、
ま

た
は
両
親
の
い
な
い
児
童
が
、
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
場
合
の
各
健
康
保
険
に
よ
る

自
己
負
担
額
を
助
成
。

■ 

対
象
者

３
月
末
ま
で
に
18
歳
に
な
る
子
ど
も
、
ま

た
は
18
歳
の
年
度
末
以
降
も
引
き
続
き
高

等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
含
む
）
に
在
学

す
る
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭

■ 

所
得
基
準
（
左
の
表
を
参
照
）

　
未
熟
児
養
育
医
療

　
出
産
時
の
体
重
が
２
０
０
０
グ
ラ
ム
以

下
、
ま
た
は
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま

出
生
し
た
子
ど
も
が
、
指
定
養
育
医
療
機

関
に
入
院
し
た
場
合
の
入
院
医
療
費
を
給

付
す
る
制
度
。

■ 

給
付
対
象

法
の
対
象
と
な
る
医
療
お
よ
び
入
院
食
事

代
（
ミ
ル
ク
代
）

■ 

給
付
対
象
外

お
む
つ
代
な
ど
保
険
対
象
外
の
費
用

　
育
成
医
療

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
や
、
放
置
す

る
と
将
来
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾

患
が
あ
る
児
童
で
、
障
害
の
除
去
や
軽
減

に
必
要
な
医
療
費
を
支
援
す
る
制
度
。

■ 

自
己
負
担
　
原
則
１
割

※ 

所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
額
に
上
限

（
月
額
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
所

得
以
上
世
帯
に
属
す
る
方
で
「
重
度
か
つ

継
続
」
に
該
当
し
な
い
場
合
は
対
象
外
。

■ 

対
象
と
な
る
障
害

白
内
障
、
先
天
性
緑
内
障
、
斜
視
、
先
天

性
耳
奇
形
、
口
蓋
裂
、
先
天
性
股
関
節
脱

臼
、
く
る
病
、
脊
髄
側
湾
症
、
心
臓
疾
患
、

腎
機
能
障
害
、
小
腸
機
能
障
害
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
、
先
天
性
食
道
閉

鎖
症
、
鎖
肛
な
ど

　
難
聴
児
補
聴
器
給
付
事
業

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
レ
ベ
ル
の
難
聴
児
に
必
要
な
補
聴
器

の
購
入
費
用
の
一
部
を
給
付
す
る
事
業
。

扶養親族
等の数

親・扶養義務者
の所得基準額

０人 2,360,000 円未満

１人 2,740,000 円未満

２人 3,120,000 円未満

３人 3,500,000 円未満

４人 3,880,000 円未満

５人 4,260,000 円未満

次のいずれかに該当する場合

出生時の体重が２，０００グラム以下 呼吸数が毎分 30 以下

運動不安やけいれんがある 出血傾向が強い

運動が異常に少ない 出後２４時間以上排便がない

体温が摂氏３４度以下 出後４８時間以上嘔吐がない

強度のチアノーゼが繰り返す 血性吐物・血性便がある

呼吸数が毎分５０を超える 黄疸が強い

　
乳
幼
児
健
診

― 

お
子
さ
ん
の
把
握
を
し
っ
か
り
と 

―

　
母
子
保
健
法
に
基
づ
い
て
行
う
乳
幼
児

の
健
康
診
査
で
す
。
母
子
保
健
法
で
は
、

１
歳
６
か
月
健
診
と
３
歳
児
健
診
が
市
町

村
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
乳
幼
児
に
必
要
に
応
じ
て
健
診
を
行

う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
与
謝

野
町
で
は
「
４
か
月
児
・
10
か
月
児
」
の

健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
健
診
で
は
、
身
体
の
発
育
状
況
、
栄
養

状
況
、
疾
病
や
異
常
が
な
い
か
、
運
動
機

能
に
障
害
が
な
い
か
、精
神
発
達
の
状
況
、

言
語
障
害
が
な
い
か
、
予
防
接
種
の
接
種

状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

《
乳
児
健
診
（
４
か
月
・
10
か
月
）》

内
容
　
問
診
、
身
体
測
定
、
授
乳
指
導
、

小
児
科
医
診
察
、
個
別
指
導

場
所
　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
・
元
気
館

《
１
歳
６
か
月
健
診
》

内
容
　
問
診
、
身
体
測
定
、
発
達
テ
ス
ト
、

小
児
科
医
歯
科
診
察
、
個
別
指
導
、
歯
科

指
導
、
フ
ッ
素
塗
布
、
栄
養
指
導

場
所
　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
・
元
気
館

《
３
歳
児
健
診
》

内
容
　
問
診
、
身
体
測
定
、
視
力
検
査
、

尿
検
査
、
発
達
テ
ス
ト
、
小
児
科
医
歯
科

診
察
、
個
別
指
導
、
歯
科
指
導
、
フ
ッ
素

塗
布
、
栄
養
指
導

場
所
　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
・
元
気
館

※ 

健
診
時
の
持
ち
物
（
必
須
）

母
子
手
帳
、
記
入
済
み
の
問
診
票
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
衛
生
用
品
、
飲
み
物
、
絵
本
、

お
も
ち
ゃ

世界に一つだけの離乳食碗を贈呈します

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

　
人
が
多
か
っ
た
り
、
初
め
て
の
場
所
、

ま
た
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
子
ど
も
の
年

齢
に
合
わ
せ
た
グ
ッ
ズ
を
用
意
。
ぐ
ず
っ

た
と
き
で
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
の
心
配
事
な
ど
を
医
師

や
保
健
師
に
相
談
で
き
る
機
会
で
す
。
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
日
ご
ろ
か
ら
メ
モ

に
書
き
留
め
て
お
き
、
忘
れ
ず
に
聞
く
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
親
子
歯
の
健
康
教
室

― 

一
生
自
分
の
歯
で 

―

　
一
生
自
分
の
歯

で
食
べ
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
乳
幼

児
期
の
歯
の
状
態

や
歯
に
良
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
か
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
自
身
が
虫
歯
予
防
に
関

心
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
保
護
者
も
歯
の

健
康
を
考
え
る
機
会
と
し
て
「
親
子
歯
の

健
康
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

時
期
　
毎
年
６
～
７
月

場
所
　
こ
ど
も
園
、
保
育
所
（
園
）

対
象
　
４
・
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
講
話
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

大
き
く
な
っ
た
か
な
？
　
身
長
や
体
重
、
頭
囲
な
ど
を
計

測
し
ま
す
。

上手にハイハイできるかな？

　
離
乳
食
教
室
で
食
育

― 

離
乳
食
碗
と
ス
プ
ー
ン
を
贈
呈 

―

　
離
乳
と
は
、
成
長

に
伴
い
母
乳
ま
た
は

育
児
用
ミ
ル
ク
等
だ

け
で
は
不
足
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素

を
補
う
た
め
に
、
幼
児
食
に
移
行
す
る
過

程
で
す
。

　
離
乳
食
教
室
で
は
、
講
話
と
試
食
を
通

し
て
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
、
離
乳
食

の
作
り
方
な
ど
を
紹
介
。
対
象
者
は
、
生

後
５
～
６
か
月
こ
ろ
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
で
す
。

　
教
室
終
了
後
に
、陶
芸
作
家
に
よ
る「
離

乳
食
碗
」
と
手
作
り
「
ス
プ
ー
ン
」
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
離
乳
食
碗
に
は
、
誕
生

日
と
お
子
さ
ん
の
名
前
を
入
れ
、
誕
生
日

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
付
け
を
し
て
、
世
界

に
一
つ
の
作

品
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。

手
作
り
の
離

乳
食
を
安
全

な
ス
プ
ー
ン

で
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

栄
養
士
の
話
を
メ
モ
す
る
マ
マ
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子
育
て
中
の
マ
マ
、
パ
パ

  

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　　
旧
岩
屋
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
室
内
も
屋
外
も
広
く
の
び
の
び
遊
べ

ま
す
。
お
名
前
呼
び
や
お
誕
生
日
会
な
ど

の
楽
し
い
企
画
や
、
保
健
師
相
談
も
行
っ

て
お
り
子
育
て
・
孫
育
て
の
お
手
伝
い
を

身
近
に
遊
べ
る
お
友
達
は
い
ま
す
か
？　

安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

誰
か
と
お
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

の
び
の
び
遊
ん
で
、
親
子
で
学
び
、
助
け
合
っ
て
子
育
て
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

し
て
い
ま
す
。
先
輩
マ
マ
さ
ん
と
指
導
員

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
岩
滝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
広
場
ス
ペ
ー

ス
、
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
園
庭
、
種
ま
き

か
ら
収
穫
体
験
が
で
き
る
畑
。
季
節
を
感

じ
ら
れ
る
居
心
地
の
良
い
雰
囲
気
で
少
し

の
時
間
で
も
立
ち
寄
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
加
悦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
共
生
型
福
祉
施
設「
や
す
ら
の
里
」

の
中
に
設
置
。
施
設
内
は
さ
ま
ざ
な
人
が

出
入
り
し
多
世
代
交
流
、
地
域
交
流
が
で

き
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

せ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

充
実
。

　
お
昼
に
は
敷
地
内
に
あ
る
「
花か

音の
ん

」
の

ラ
ン
チ
を
テ
ラ
ス
席
で
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

毎週火・水・木曜日に開設

午前 10 時～午後３時

毎週月・水・金曜日に開設

午前 10 時～午後３時

毎週月～金曜日に開設

午前９時半～午後２時半

■ 上限額　１万円（１万円に満た

　ない場合は購入価格を上限）

■ 必要なもの　購入済みの領収書

■ その他　購入後１年以内に申請

年
中
児
発
達
サ
ポ
ー
ト
事
業

― 

理
解
・
共
感
・
早
期
の
支
援 

―

　
本
事
業
は
、
京
都
府
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

発
達
障
害
の
有
無
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

苦
手
な
と
こ
ろ
や
集
団
生
活
へ
の
な
じ
み

に
く
さ
を
い
か
に
理
解
す
る
か
、
そ
し
て

支
援
の
手
立
て
を
ど
う
す
る
か
考
え
ま

す
。
同
時
に
、
子
ど
も
の
長
所
や
得
意
な

と
こ
ろ
を
保
護
者
や
保
育
者
と
と
も
に
気

づ
き
、
子
ど
も
が
自
信
を
深
め
て
就
学
に

向
か
っ
て
い
く
共
通
理
解
を
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
を
ど
う
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
保

護
者
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、

育
児
不
安
の
軽
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

対
象
は
４
歳
児
と
保
護
者

　
与
謝
野
町
内
の
こ
ど
も
園
・
保
育
所

（
園
）
の
４
歳
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
と
、

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
実
施
。
２
度

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
気
に
な
る
子
ど
も

は
、
発
達
相
談
員
・
保
育
士
・
教
諭
・
保

健
師
で
園
を
巡
回
し
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
支
援
内
容
と
し
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
は
、
社
会
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
良
好
な
関
係
を
築

き
、
協
力
し
て
仕
事
を
し
た
り
、
自
分
も

相
手
も
心
地
よ
い
距
離
感
を
保
つ
た
め
に

必
要
な
ス
キ
ル
で
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
や
集
団
生
活
に
お
い

て
、
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
成
長
や

発
達
を
促
す
場
と
し
て
「
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
」「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
『
す
ず

ら
ん
』」
の
療
育
指
導
と
連
携
を
し
て
い

ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
ノ
ー
ト

― 

成
長
・
発
達
の
記
録
を
残
す 

―

　
支
援
フ
ァ
イ
ル

「
ひ
ま
わ
り
ノ
ー

ト
」
で
は
、
子
ど

も
の
暮
ら
し
、
保

健
・
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
就
労
等
に
関

す
る
情
報
を
記
録
。
こ
ど
も
園（
保
育
所
・

園
）
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
生

活
が
変
わ
る
た
び
に
支
援
が
途
切
れ
な
い

よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
が
連
携
し
、

よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、
全
て
の

年
少
児
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
児
童
手
当
の
支
給

― 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ 

―

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
、
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■ 

支
給
額

児
童
１
人
当
た
り
年
齢
に
応
じ
て
１
万
円

～
１
万
５
０
０
０
円
　
※ 

所
得
限
度
額

以
上
の
収
入
が
あ
る
方
は
５
０
０
０
円

■ 

支
給
月 

２
・
６
・
10
月
の
年
３
回
で

中
学
校
卒
業
ま
で

児童・家庭相談事業児童・家庭相談事業

　児童家庭相談室「クローバールーム」。臨床

心理士や元教員の４名が相談員として在籍し、

月～金曜日の午後に相談を受け付けています。

　近年、不登校や発達障害の児童・生徒が増え

ています。子ども自身が抱える問題のほか、子

育てに不安のある保護者の相談にも応じ、カウ

ンセリングや発達検査等を実施して、親子の関

わり方に関する具体的な手立てをとっていま

す。

　幅広い相談やケアに応じ、子どもと保護者が

安定した家庭生活を遅れるよう支援すること

で、虐待防止の役割も担っています。

チャイルドシート購入助成　チャイルドシート購入助成　― ６歳未満児は必須 ―― ６歳未満児は必須 ―

特集　子育てするならこのまちで

子育て支援センター

与謝野町内に３か所の子育て支援センターを

設置。センターは、「遊び・集い・おしゃべり」

など、子どもと一緒に楽しむオープンスペー

スです。親と子どもの友達づくりの場として

ご活用ください。利用料は原則無料。就学前

児童とその保護者、出産を控えたプレママな

どがご利用していただけます。

子育て期

成長・発達支援

幼児期後半の集団生活開始後に見え

てくる発達障害を早期に把握支援を

行うことによって、子どもの自己肯

定感を高め、意欲を持って就学を迎

えることができるよう、与謝野町で

は発達サポート事業を実施していま

す。

子育て期

令和２年度から子育てに欠かせない

「チャイルドシート（ジュニアシー

ト含む）」の購入費の一部を補助す

る制度を開始。
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加
悦
聖
三
一
幼
稚
園

　
一
人
ひ
と
り
の
健

や
か
な
成
長
を
祈
り

願
い
、
四
季
を
感
じ

五
感
を
働
か
せ
る

日
々
の
中
で
、
共
に

育
ち
合
い
ま
す
。
思

い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。

幼
稚
園
は
子
ど
も
が
初
め
て
出
会
う
学
校

で
す
。

こ
ど
も
の
森
保
育
園

　
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
給
食
、
リ
ズ
ム

や
山
登
り
で
体
作

り
。
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
五
感
を

使
っ
て
遊
び
、
主

体
的
に
活
動
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
を
真
ん
中
に
、
親
と
保
育

者
と
共
に
育
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

病
児
保
育
所
「
り
り
ふ
る
」

　
病
気
や
怪
我
等
の

た
め
集
団
保
育
や
登

校
が
困
難
な
子
ど
も

を
、
保
護
者
の
就
労

等
に
よ
り
家
庭
で
看

護
で
き
な
い
場
合

に
、
一
時
的
に
保
育
や
看
護
を
行
う
保
育

施
設
で
す
。

特集　子育てするならこのまちで

保育目標は「かえで」の言葉から。

　か んじて考えて行動する子ども

　え がおで生き生き明るい子ども

　で きた！　がうれしいチャレンジする子ども

人や環境との関わりを通じて、心豊かで明るくたく

ましい園児の育成を目標としています。一人ひとり

を大切に、子ども主体の保育を心がけ、自らが選ん

だ遊びの中で、気づいたり感じたり考えたりする「心

動かす体験」を大切にしています。遊びを通じて学

びの芽を育んでいきます。

かえでこども園

与謝野町には、就学前の教育・保育の場とし

て、町立の３つの認定こども園と３つの保育所

（園）、私立の幼稚園と保育園が１か所ずつあり、

子どもの感性と主体性を大事にする、心と身体

を育む場となっています。町立の６つの園（所）

長が各園（所）の特徴を紹介します。

こども園・保育所（園）

子育て期　
少
子
化
に
よ
り
子
ど
も
の
生
活
の
単

位
が
小
さ
く
な
り
、「
育
ち
あ
う
」
環

境
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
合
併
時

に
10
か
所
あ
っ
た
保
育
所
（
園
）
を
保

護
者
や
地
域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
統
合
す
る
計
画
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
、加
悦
地
域
こ
ど
も
園
（
仮
称
）

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
年
内
に
は
新

し
い
学
び
の
場
・
育
ち
の
場
が
完
成
し

ま
す
。
ま
た
、
旧
三
河
内
幼
稚
園
舎
を

こ
ど
も
の
森
保
育
園
に
譲
渡
。
来
年
度

に
は
移
転
を
さ
れ
、
町
内
で
初
と
な
る

３
歳
未
満
児
の
み
を
保
育
す
る
「
小
規

模
保
育
所
」の
運
営
も
始
ま
る
予
定
で
、

さ
ら
に
地
域
の
子
育
て
基
盤
が
充
実
し

ま
す
。

現在３８人の子どもが通っています。園舎からは電

車が見え、子どもたちの楽しみの一つ。近くには小

学校があり、散歩のときには再会を喜びます。地域

の方々に温かく見守っていただき、子どもたちは幸

せです。今年度の合言葉は「チャレンジ！」。楽し

そうだなと思うことは何でもやってみます。子ども

はもちろん、先生も保護者の皆さんが「楽しい！」

と思える保育所にします。

山田保育所

現在８５人の子どもが通っています。戸外ではカエ

ル探しや鬼ごっこ、園舎内ではリズム遊びや体操で

体を動かし、元気いっぱいに遊びます。また、日々

の活動や早朝・延長保育での異年齢交流があること

で、年上の子が年下の子に優しく関わることが自然

にできている素敵な子どもたちです。先生とたくさ

ん遊び、子どもたちが元気いっぱい、優しさいっぱ

い、笑顔いっぱいになれる保育所にします。

石川保育所

園児数４５人と少人数ですが、豊かな体験活動がで

きる環境を整え、一人ひとりを大切にする保育を心

がけています。園舎の近くで加悦地域こども園のが

建設中ですが、子どもたちの活動に制限がないよう

に配慮し、安心・安全な居心地の良い場所となるよ

うに保育を進めています。子どもたちの「やってみ

たい」という思いを大切に、年齢に応じた運動遊び

をしたり、友達と一緒に遊び、協力したりすること

で心も身体も健やかな成長へつなげます。

桑飼保育園

健康な体作りのため「アスリートタイム」と名付け

て、リズム遊び・体操・マラソン・リレーなどに取

り組んでいます。活動の中で、できないことにも挑

戦する意欲や、できるようになっていく過程で自信

を育みます。また、子どもたちの「知りたい」「やっ

てみたい」という思いから、主体的な活動を基本に、

継続した遊びの中で自らが考え、調べ、実現してい

くことを大切にしています。

のだがわこども園

与謝保育園と加悦保育園が統合してスタートした

「かやこども園」も今年度で３年目。「いっぱい遊ぼ

う！　いっぱい笑おう！」をテーマに、子どもたち

の「やりたいこと」が実現できるよう環境を整え、

友達と一緒に考えたり試したり失敗したり成功した

りしながら、豊かな自然環境、温かい地域の中でた

くさんのことを経験して成長してくれることを願っ

ています。１０６人の子どもたち、先生も笑顔いっ

ぱいの「かやこども園」を目指します。

かやこども園



夢 申請内容

プロ野球選手 グローブの購入

プロサッカー選手 部活動費

e スポーツ選手 モニターの購入

音楽活動 楽曲ソフトの購入

英語教師 電子辞書の購入

申請はかんたん！

３

申し込みは

７月３０日まで

夢へのチャレンジを応援

― 小中高生夢応援プロジェクト ―

小中高生の夢を町を挙げて応援する「小中高生夢応援プロジェクト」。

この事業は、小中高生が保護者の応援を受けながら、自らの夢の実現に向けてチャレンジする取り組みに対

する経費の一部を助成する事業です。

今月号では、保護者の方からあった質問にお答えします。多くの子どもたちの夢をお待ちしています。

Ａ　具体的な夢でなくても大丈夫。

Ｑ　どんな夢でもいいの？

現時点で具体的な夢が決まっていなくても大丈夫です。子どもがなりた

い「将来像」を目指して、頑張っていることを応援します。

Ａ　夢の実現に必要であれば大丈夫です。

Ｑ　学習塾代も対象になるの？

夢の実現に向けて学習塾やスポーツクラブなどの習い事をしている子ど

もも多いと思います。夢の実現に必要な経費であれば学習塾代に加え、

物品の購入や大会参加の旅費も申請可能です。

Ａ　可能です。

Ｑ　複数のものを購入してもいいの？

複数購入は可能です。合計１万円を超える分の金額は申請者負担です。

例　習い事の月謝６，０００円と１万円のグローブを購入

　　合計１万６，０００円となり１万円分が補助対象、残りの６，０００円は自

　　己負担となります。

つのステップ

ステップ３

申請完了！

パ ソ コ ン や ス マ ホ か ら 申 請

フォームにアクセスして必要事

項を入力

※ 用紙で申請する場合は、申

請書を企画財政課または各庁舎

窓口に持参

ステップ１

１万円相当の買い物また習い事

の費用など

ステップ２

領収書や振込口座の通帳など、

支払確認ができるものをスマホ

等で撮影

申請のあった「夢」を紹介（一部）

【交付金は１０月以降に交付予定】
問い合わせ先　企画財政課 ☎ 43-9015

オンライン
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子どもの命は「守るべきもの」

　
心
が
痛
む
現
実
で
す
。

　
与
謝
野
町
で
も
児
童
虐
待
は
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
虐

待
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
虐
待

を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
子
ど
も
の

見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
数
字
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る

状
況
で
す
。

　
子
育
て
に
苦
悩
し
、
解
決
策
が

見
つ
か
ら
ず
、
我
が
子
に
手
を
挙

げ
て
し
ま
う
保
護
者
の
こ
と
を
考

え
る
と
、「
虐
待
」
は
き
つ
い
感

じ
を
受
け
る
言
葉
で
す
。
そ
の
言

葉
は
、
一
生
懸
命
に
子
育
て
し
て

き
た
日
ご
ろ
の
努
力
を
す
べ
て

「
否
定
」
さ
れ
た
と
感
じ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　

　
迷
っ
て
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
「
一
つ
一
つ
を

一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
周
囲
の

人
た
ち
は
接
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
、
あ
な
た
の
し
て
い
る
こ
と
は

子
ど
も
へ
の
虐
待
で
す
、
と
伝
え

る
こ
と
が
気
づ
き
に
繋
が
る
こ
と

が
あ
り
、
行
為
が
沈
静
化
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
が
常
態
化
、
悪
質
化
す
る

と
児
童
相
談
所
が
保
護
す
る
な

ど
、
親
子
が
離
れ
離
れ
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
大
切
な
子
ど
も
の
命
と
暮
ら

し
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
　

与
謝
野
町
で
児
童
虐
待
は
？

Ａ
　

あ
り
ま
す
。

　
岩
屋
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　
岩
屋
区
が
主

体
と
な
り
、
岩

屋
地
区
公
民
館

を
居
場
所
と
し

て
開
催
。
春
休

み
に
は
20
人
を

超
え
る
子
ど
も

た
ち
が
集
い
、

区
外
か
ら
も
遊
び
に
来
て
思
い
思
い
に
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
男
山
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　
阿
蘇
集
会
所
を
拠
点
に
、
海
の
京
都
ア

ド
ラ
ー
が
学
校
の
長
期
休
暇
期
間
に
開

催
。
食
と
木
育
を
中
心
に
、
自
然
体
験
を

織
り
交
ぜ
た
発
見
や
学
び
の
場
を
展
開
中

で
す
。

　
後
野
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　　
後
野
区
の
小
学
生
を
対
象
に
毎
週
水

曜
日
、
旧
後
野
公
会
堂
で
後
野
キ
ッ
ズ

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
「
英
会
話

ふ
れ
あ
い
広

場
」
を
開
催
。

地
域
に
住
む

外
国
人
を
講

師
に
招
き
、

楽
し
み
な
が

ら
英
語
に
ふ

れ
、
学
ん
で

い
ま
す
。

特集　子育てするならこのまちで

子どもの居場所づくり

令和２年度の新規事業として「キッズステーショ

ン」を運営する自治区・地域ボランティア団体・

社会福祉法人等に運営費の補助を開始。本事業の

目的は、昔のように地域の力をお借りして子育て

しようというものです。誰でも出入り自由な場、

夏休みなどの長期休暇限定の居場所づくりなど、

現在３つのステーションが運営されています。

子育て期

迷ったり、行き詰ったときは相談を！

《相談先・連絡先》

■ 保健師に相談する場合

子育て応援課 ☎４３-９０２４

■ 電話相談する場合

よさの虐待ホットライン ☎４３-９０３３

福知山児童相談所 ☎０７７３-２２-３６２３

～ 保護者も地域の方も抱え込まないで ～



災害への備え
（台風・水害編）

台風や大雨は大規模な災害をもたらすほか、時には停電を引き起こすこともありま台風や大雨は大規模な災害をもたらすほか、時には停電を引き起こすこともありま

す。日ごろの安全対策やいざというときの避難行動について知っておくことで、被害す。日ごろの安全対策やいざというときの避難行動について知っておくことで、被害

の未然防止、軽減に備えましょう。の未然防止、軽減に備えましょう。

家 の中の安全対策

不要不急の外出は避けるのが基本。家の中で安全に過ごせるように準備をしておきましょう。また、長時間

にわたる停電や断水が発生する可能性もあるので、そのための備えも必要です。

１ 室内で安全に過ごすために

カーテンなどは引いておきましょう。強風で窓ガラスが割

れても、破片が部屋の中に飛び散りにくくなります。

また、窓枠など雨や風が入ってきやすいところには布切れ

をつめこむ、浸水に備えて大切なものはなるべく高いとこ

ろに移しておくなどの対策も必要です。

２ 必要なものを準備する

長時間外出ができなくなるケースも想定されます。食べ物な

ど必要なものを非常持出袋として用意しておきます。特に、

乳児や病人など、特別な食事が必要な人がいる場合はその準

備も必要です。

また、万が一の停電に備え、懐中電灯や携帯電話用のモバイルバッテリー、予備の乾電池などをすぐに

取り出せる場所に用意しておきましょう。 浴槽やバケツなどに水をためておくと、断水があったとき

に活用できます。

３ 避難経路を確認する

避難する場合、どこに、どのルートを通っていけ

ばいいか、安全な場所や経路を事前に確認し、家

族で共有しておきましょう。「ハザードマップ」

などで自宅やその周辺にどのくらい

水害のリスクがあるかを確認しま

す。避難の際は、河川や海岸の近く

などの危険箇所は通らず、安全な経

路を選ぶようにしましょう。 町公式ＨＰ

早めの防災行動を

大雨や台風が近づいている時は、テレビや

ラジオで最新の気象情報や河川情報に注意

しましょう。大雨や洪水警報が発表された

場合は、避難準備をしてください。

風雨が激しくなってきたり、暗くなってか

らの移動は困難です。特に高齢者や子ども

のいる家庭は、早めに避難をしましょう。

健やか広場　 ダニ類にかまれないようにしましょう

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
野
外
活
動
の
機
会
が
増
え
る
時

期
で
す
が
、
ダ
ニ
類
も
活
発
化
す
る
時
期
に
も
な
り

ま
す
。
マ
ダ
ニ
や
つ
つ
が
虫
に
よ
る
病
気
に
か
か
ら

な
い
よ
う
野
外
で
の
ダ
ニ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
マ
ダ
ニ
と
は
、
固
い
外
皮
に

覆
わ
れ
た
比
較
的
大
型
の
ダ
ニ

で
、
食
品
等
に
発
生
す
る
「
コ

ナ
ダ
ニ
」
や
、
衣
類
や
寝
具
に

発
生
す
る
「
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
」
な

ど
の
家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ

と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

市
街
地
周
辺

で
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
主

に
森
林
や
草

地
な
ど
の
屋

外
に
生
息
し

ま
す
。
肉
眼

で
は
気
づ
き

に
く
い
こ
と

が
多
く
、
吸

血
前
後
で
形

と
大
き
さ
が

変
わ
る
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
の
特
徴

つ
つ
が
虫
の
特
徴

　
つ
つ
が
虫
と
は
、
地
中
に
い

る
ダ
ニ
で
、
幼
虫
の
時
期
に
地

表
へ
出
て
一
度
だ
け
野
ネ
ズ
ミ

な
ど
に
吸
着
す
る
習
性
が
あ

り
、
そ
の
時
に
ヒ
ト
を
か
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
を
か
む

幼
虫
は
約
０
・３
㎜
の
大
き
さ

で
肉
眼
で
は
見

え
に
く
く
、
ま

た
か
ま
れ
て
も

気
づ
か
な
い
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
野
外
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
や

つ
つ
が
虫
な
ど
の
ダ
ニ
類
が
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
保
有
し

て
い
る
場
合
、
か
ま
れ
る
と
病

気
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
４
月
～
12
月
に
か
け

て
最
も
多
く
患
者
が
発
生
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
ダ
ニ
類
に
か

ま
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ダニ類にかまれないためのポイント
肌の露出は最小限に！

上着の袖やズボンの裾を手袋や長靴に入れ
るなど、肌の露出をできるだけ少なくし、
足は完全に覆う靴を履きましょう

防虫スプレーで寄せつけない！

肌が出る部分には防虫スプレーなどを活用
すると効果的です

滑りやすい生地を選ぶ！

付着したダニを見つけやすく、つきにくく
するため、明るい色や滑りやすい生地の服
を着用しましょう

首にかけるタオルや脱いだ上着などは直接
地面に置いたり、木にかけたりせず、でき
るだけカバンなどの中にいれましょう

長時間地面に直接座ったり、寝転んだりす
るのはやめましょう

長時間地面に座らない！

衣類を地面に置かない！

草むらや籔などで活動をした後は

服をはたいてダニ類を落とす！

かまれていないかチェック！

車に乗る前、家に入る前には服をはたき、
家の中にダニ類を持ち込まないようにしま
しょう。着ていた服はすぐに洗濯するか、
屋外で天日干ししましょう

屋外活動後は入浴をし、ダニにかまれてい
ないか、特にわきの下、足の付け根、手首、
膝の裏、髪の毛の中などを確認しましょう

吸血前のマダニ（約 0.5cm）吸血後は約 1.5cm ほどになる

つつが虫

もしもダニ類にかまれたら

無理に引き抜こうとせず、速やかに医療機
関を受診し、処置してもらいましょう。ま
た、数週間程度は体調の変化に注意し、発
熱・倦怠感・発疹・関節痛・頭痛・腹痛や
下痢等の症状があれば医療機関で診察を受
けましょう。放置しておくと重症化して死
にいたることもあるため注意しましょう。
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問　福祉課 ☎ 43-9021
知って安心、「成年後見制度」
自分らしい生活を送るために

　
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害

な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能

力
が
十
分
で
は
な
い
方
に
つ
い
て
、

本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で

す
。

例
え
ば
、

▼ 

銀
行
口
座
か
ら
お
金
を
払
い
戻

す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

▼ 

消
費
者
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
う

▼ 

利
用
し
た
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

の
契
約
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

こ
の
よ
う
な
と
き
に
成
年
後
見
制
度

を
利
用
し
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
こ
の
制

度
の
目
的
で
す
。

　
誰
も
が
、
自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
突
然
の
病
気
な
ど

で
将
来
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
こ
の
成
年
後
見
制
度
の
内
容

を
正
し
く
知
り
、
自
分
の
将
来
の
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ

さ
い
。

成
年
後
見
制
度
と
は

自
分
は
大
丈
夫
、
そ
う

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「成年後見制度」の２つ仕組み ― 任意後見制度と法定後見制度 ―

任
意
後
見
制
度

判断能力が
十分な人

判断能力が
不十分な人

ほとんど
判断できない人

判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た

家
庭
裁
裁
判
所
へ
申
し
立
て

後
見
人
・
監
督
人
に

は
報
酬
が
必
要
で
す

　
後
見
人
と
監
督
人

（
後
見
人
等
の
活
動
を

監
督
す
る
人
）
に
は
報

酬
が
必
要
と
な
り
ま

す
。報
酬
額
の
う
ち「
任

意
後
見
制
度
」
の
後
見

人
の
報
酬
は
本
人
と
の

事
前
契
約
で
決
定
し
ま

す
が
、「
法
定
後
見
人

制
度
」
の
後
見
人
と
監

督
人
、「
任
意
後
見
制

度
」
の
監
督
人
の
報
酬

は
、
家
庭
裁
判
所
が
決

定
し
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
成

年
後
見
制
度
を
適
切
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
後

見
人
等
へ
の
報
酬
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
成
年
後
見
制
度
お

よ
び
報
酬
助
成
制
度
の

ご
利
用
に
関
す
る
相

談
は
、
福
祉
課
（
☎

４
３
・
９
０
２
１
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

ときどき自分の判断力
に不安がある。

ときにより判断が
つきません。

ほとんど自分で判断す
ることができません。

判断能力が
著しく不十分な人

法
定
後
見
制
度

任意後見人

成年後見人

保佐人

補助人

公証人役場

任意後見契約
を結ぶ

認知症などに
なった後の暮
らしが心配。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

夏休みにチャレンジ

『きむらゆういちの手作りおもちゃ傑作集　うごく
工作』　　　　　　　　　　きむらゆういち / 金の星社

アニメ化された絵本『あ
らしのよるに』の著者が、
おうちにあるもので簡単
に作れるおもちゃを紹介
した本。トコトコ歩く犬
やビックリカメラなど
作った後は動かして遊べ
るので、家族や友達と一
緒に作るのにおすすめ。

『わたしがかわるみらいもかわるＳＤＧｓはじ
めのいっぽ』　　　　　原琴乃・MAKO オケスタジオ / 汐文社

最近よく耳にする「Ｓ
ＤＧｓ（持続可能な開
発目標）」。絵本を通し
て、世界の現状とそれ
を踏まえて作成された
ＳＤＧｓを分かりやす
く紹介。自分たちにで
きる行動は何かを考え
る機会づくりの 1 冊。

今夏もおうち時間が多くなるかもしれません。せっかくの夏休みに
ゆっくりと読書や工作、調べものをするのはいかがでしょうか？

貸出冊数・期間のお知らせ

利用頻度の分散化を図る目的で、

貸出冊数を２０冊まで、期間を４

週間に変更しています。ただし、

相互貸借本（ほかの図書館から借

用している本）の返却期限は２週

間です。なお、８月３１日（火）

までは課題図書（青少年読書感想

文コンクール、京都新聞おはなし

を絵にするコンクール）の貸出期

限は１週間としますので、返却期

限にご注意ください。

20 冊

ひとり

４週間

期間

図書館利用のお願い

新型コロナウイルス感

染症の拡大防止のた

めにサービスの一部を制限

しています。状況に応じて

変更する場合がありますの

で、最新情報は図書館へお

問い合わせください。

来館時にはマスクの着用、手洗い、咳エチケットへのご協力をお願し

ます。

閲覧席は一定の間隔を確保するため、通常より閲覧席数が少なくなっ

ています。また２時間を超えない程度の利用にご協力ください。長時

間滞在されていると職員が判断した場合にはお声をお掛けする場合が

あります。

図書館内は冷房中であっても換気のため窓を開ける場合があります。

■

■

■

一般書  ●『地域別×武将だからおもし
ろい戦国史』小和田哲男／朝日新聞出
版 ●『人新世の「資本論」』斎藤幸平
／集英社 ●『アイロンビーズＢＯＯＫ

』誠文堂新光社 ●『10年かかって地味ごはん。』
和田明日香／主婦の友社 ●『カジュアルに楽しむ
手のひら盆栽』ビリ／ブティック社 ●『終活の準
備はお済みですか？』桂望実／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 
●『小説8050』林真理子／新潮社

今月の
新着図書

児童書  ●『武器ではなく命の水をおくりたい　中
村哲医師の生き方』宮田律／平凡社 ●『ペットボ
トルで育てよう　水の生き物』谷本雄治／汐文社 
●『栄養素ヒーロー図鑑』土屋京子／カンゼン ●
『動画でかんたん！　おもしろ手品』沢しんや／メ
イツユニバーサルコンテンツ ●『人類滅亡フラグ
がたちました！』令丈ヒロ子/ＰＨＰ研究所 ●『名
探偵ポアロ　ナイルに死す』アガサ・クリスティー
／早川書房
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令
和
３
年
度
は
、
第
２
次
与
謝
野
町

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
計
画
期
間

令
和
５
～
８
年
度
）
の
策
定
を
開
始
す

る
年
度
で
す
。
ま
た
、
与
謝
野
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
も
策
定
か
ら
３

年
目
に
入
り
、
進
捗
確
認
と
見
直
し
を

検
討
す
る
時
期
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
計
画
も
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
ま

ち
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
た

め
、
計
画
策
定
お
よ
び
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
進
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

町
の
将
来
を
議
論
す
る
期
間
に

― 

具
体
的
な
議
論
の
進
め
方 

―

■ 

令
和
３
・
４
年
度
の
２
ヵ
年
度
を
か

け
て
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
何

か
、
ま
た
そ
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
負
担
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
つ
ま
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、
そ

れ
に
必
要
な
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
多
様
な
住
民
が
参
加
す
る
学
び

の
場
・
議
論
の
場
を
設
け
、
そ
こ
に
は

町
職
員
も
参
画
し
、
住
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
方
向
性
を
見
出
し
ま
す
。

■ 

見
出
さ
れ
た
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
附
属
機
関
で
あ

る
総
合
計
画
審
議
会
や
行
政
改
革
推
進

委
員
会
等
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、
町

と
し
て
方
向
性
（
案
）を
ま
と
め
ま
す
。

■ 

最
終
的
に
は
、
方
向
性
（
案
）
を

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
で
審
議
し
承

認
を
得
て
決
定
し
ま
す
。

■ 

教
育
施
設
を
含
む
比
較
的
大
規
模

の
公
共
施
設
に
対
す
る
長
期
的
な
投
資

に
つ
い
て
、
財
政
計
画
を

踏
ま
え
た
実
現
可
能
な
整

備
計
画
（
案
）
を
ま
と
め

ま
す
。

対
話
か
ら
始
め
る

　

昔
か
ら
多
様
な
価
値
観

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
後
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
が
進
む
難
し
い

時
代
に
お
い
て
、
す
べ
て

の
人
が
同
じ
意
見
で
あ
る

こ
と
は
考
え
に
く
く
、
人

の
数
だ
け
多
様
な
考
え
方

や
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

正
当
性
を
主
張
し
て
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
結

論
を
出
す
「
議
論
」
で
は

な
く
、
自
分
の
考
え
を
話

す
と
と
も
に
相
手
の
話
に

も
耳
を
傾
け
、
お
互
い
の

理
解
を
深
め
る
「
対
話
」

か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す

　
現
在
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
方
か

ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
多
様
な
立
場
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
対
話
の
場
に
つ
い

て
、具
体
的
手
法
の
検
討
に
入
っ
て
お
り
、

決
定
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 予算編成の過程を含む政策形成

の仕組み（決算、評価、事業見直し、

予算要求・査定、財政計画見直し等）

を再構築します。

■ 地方自治体の経営において、総

合計画に基づく事業立案、財政計画

に基づく予算編成を行うための機能

的な総合計画実施計画のあり方を検

討します。

野田川地域の社会教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方報告書では、

町の計画行政に対する基本的な認識や手続きの不十分さについても指摘され

ています。町では次のとおり改善します。

総合計画に基づく行財政経営システムについて

問　企画財政課
 ☎ 43-9015

公共施設のあり方に関する町の考え方
野田川地域の社会教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方報告書

　
４
月
２
日
に
野
田
川
地

域
の
社
会
教
育
施
設
及
び

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設

の
あ
り
方
検
討
委
員
会

（
富と
み

野の

暉き

一い
ち

郎ろ
う

委
員
長
）

か
ら
提
出
さ
れ
た
「
野
田

川
地
域
の
社
会
教
育
施
設

及
び
就
学
前
教
育
・
保
育

施
設
の
あ
り
方
報
告
書
」

を
受
け
、
６
月
与
謝
野
町

議
会
定
例
会
に
お
い
て
町

の
考
え
方
を
示
し
、
さ
ら

に
議
会
閉
会
後
、
山
添
町

長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
し
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

野田川地域の社会教育施設及び就学

前教育・保育施設のあり方報告書

報告書の内容は、町公式

ホームページ（右記のＱＲ

コード読み取り）からご確

認いただけます。

町長メッセージ　― 対話で拓くまちの未来 ― 

　第 102 回令和３年 6 月与謝野町議会定例会
が閉会しました。会期中には、町の懸案事項で
ありました「野田川地域の社会教育施設及び就
学前教育・保育施設のあり方」について、今後
の方向性を示すとともに、多くの議員の皆さま
からも関連のご質問をいただいたところです。
　令和２年７月に設置した「野田川地域の社会
教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方検
討委員会」では、本件について大所高所から熟
議を重ねていただきました。その結果、住民の
皆さまへ提案させていただきました幼保連携型
認定こども園の設置と社会教育施設の再編・統
合も含む計画（案）について、計画立案段階に
おいて、より多様な住民参加による検討が必要
であったと強くご指摘をいただきました。私は
この指摘を真

しん
摯
し

に受け止めます。
　現在、私たちの町は、少子化により社会で働
ける人口が減少し、税金を納めていただける人
が減っていく一方で、高齢者の割合が増え、扶

助費など社会
福祉面での支
援費用が増大
し て い ま す。
これらを要因
の 一 つ と し
て、町の財政
に余裕がなく
なり、すべて
の公共施設を

維持するだけの費用を捻出することができなく
なっている状況です。また、道路や橋梁等といっ
た社会基盤設備も同様に老朽化が進んでおり、
関連の維持更新費用も膨大になると見込んでお
ります。
　このような厳しい状況であったとしても、子
どもからお年寄りにいたるすべての住民の皆さ
まが活き活きと暮らすことができると同時に、
これから産まれてくる子どもたちにとっても希
望の持てる持続可能なまちであり続けなければ
なりません。そのためには、今を生きる私たち
がオール与謝野で現実に向き合い、知恵を出し
合い、対話を重ねなければならないと、あらた
めて認識いたしました。
　そのためにも、現計画案を一旦提案前に戻す
ことが必要と判断いたしました。そのうえで、
年齢・性別・居住地・肩書などに関係なく、多
様な方々にご参画いただき、白紙の状態から皆
さまとともに対話を重ね、一緒に方向性を見出
していくことを決心いたしました。
　人口増加時代から人口減少時代へと移り変
わったことで、まちづくりの根幹を見直さなけ
ればならなくなりました。その変化に向き合い、
真に持続可能なまちづくりへの一歩を踏み出す
ために、住民の皆さまと対話による豊かなまち
づくりへのご理解とご協力を心からお願い申し
上げます。

令和３年６月 18 日　与謝野町長　山
やまぞえ

添藤
とう

真
ま

開会あいさつを述べる山添町長

スケジュールの概要

計画名 令和３年度 令和４年度

第２次総合計画
後期基本計画

公共施設等
総合管理計画

（実施計画）

● 町長・町議選挙

● 議決

整
合

前期基本計画

成果検証

・施策と事業
の紐付け

・施策目標の
仮設定

後期基本計画策定

地域デザイン懇談会

（仮称）
管理計画（実施計画）

の見直し

野田川地域
こども園再
編計画等

後期基本計画策定に係る

まちづくりアンケート

施策目標指標設定に

係る住民意識調査

多様な住民が参加する

学びの場・議論の場

＋

町職員
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問　企画財政課 ☎ 43-9015
第２期京都府北部地域連携都市圏ビジョン策定
京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会

■
加
悦
地
域

　
算
所
区
長　
　
小お

ば

せ
長
谷
泰や
す
志し

　
加
悦
奥
区
長　
波は

尻じ
り　
敏と
し
男お

区
長
連
絡
協
議
会
職
務
代
理
者
副
会
長

　
加
悦
区
長　
　
奥お
く
野の　
稔み
の
る

　
後
野
区
長　
　
朝あ
さ
く
ら倉　
一か
ず
ひ
ろ博

　
与
謝
区
長　
　
西に
し
は
ら原　
正ま
さ
樹き

　
滝
区
長　
　
　
今い
ま
田だ　
愽ひ
ろ
文み

　
金
屋
区
長　
　
森も
り
垣が
き　
光み
つ
雄お

　
温
江
区
長　
　
山や

ま
ぐ
ち口　

薫か
お
る

　
明
石
区
長　
　
山や

ま
し
た下　

和か
ず

男お

　
香
河
区
長　
　
中な

か
が
み上　

敏と
し
ろ
う朗

■
岩
滝
地
域

　
石
田
区
長　
　
白し

ら
數す　
利と

し
あ
き昭

　
弓
木
区
長　
　
堀ほ

り
ぐ
ち口　

卓た
く

也や

区
長
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
立
町
区
長　
　
梅う
め

田だ　
幸さ
ち

夫お

　
浜
町
区
長　
　
白し

ら
数す　
登の

ぼ
る

　
藪
後
区
長　
　
笹さ
さ
お
か岡　
洋よ
う
い
ち一

　
東
町
区
長　
　
糸い

と
井い　
伸し
ん
い
ち一

　
男
山
区
長　
　
髙た

か
岡お

か　
弘ひ

ろ
安や

す

■
野
田
川
地
域

　
三
河
内
区
長　
武た

け
田だ　
眞し
ん

太た

郎ろ
う

　
岩
屋
区
長　
　
山や
ま
ざ
き﨑　

政ま
さ

巳み

　
幾
地
区
長　
　
永な

が
お
か岡　

曉さ
と
る

区
長
連
絡
協
議
会
長

　
四
辻
区
長　
　
山や
ま
ざ
き﨑　

正ま
さ
み
ち道

　
上
山
田
区
長　
長な

が
島し

ま　
誠ま

こ
と

　
下
山
田
区
長　
山や

ま
ざ
き﨑　

哲て
つ

典の
り

　
石
川
区
長　
　
吉よ
し

田だ　
伸し
ん

吾ご

　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

問　総務課 ☎ 43-9010

町内 24 区の区長をご紹介します
総務課からのお知らせ

　
京
都
府
北
部
５
市
２
町
（
福
知
山

市
・
舞
鶴
市
・
綾
部
市
・
宮
津
市
・

京
丹
後
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
）

で
構
成
す
る
京
都
府
北
部
地
域
連
携

都
市
圏
形
成
推
進
協
議
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
強
み
や
個
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
連
携
と
協
力
に
よ
り

圏
域
の
活
性
化
と
住
民
生
活
に
必
要

な
機
能
確
保
を
図
る
た
め
の
指
針
と

し
て
、
３
月
に
「
第
２
期
京
都
府
北

部
地
域
連
携
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
京
都
府
北
部
地
域

連
携
都
市
圏
振
興
社
（
海
の
京
都
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
を
中
心
と
し
た
広
域
観
光
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
※

を
は
じ
め
、
合
同

企
業
説
明
会
や
農
商
ビ
ジ
ネ
ス
商
談

会
の
開
催
、
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
『
た
ん
た
ん
タ
ー
ン
』
の
開
設
・

運
営
な
ど
、
５
市
２
町
が
連
携
し
て

取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

《
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
》

「
外
国
人
の
訪
日
旅
行
」
な
ど
の
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

第
１
期
ビ
ジ
ョ
ン

平
成
28
年
度
～
令
和
２
年
度

　「
圏
域
全
体
に
お
け
る
地
域
循
環

型
の
経
済
成
長
」「
高
次
の
都
市
機

能
の
確
保
」「
生
活
関
連
機
能
の
向

上
」を
取
り
組
み
の
方
向
性
と
し
て
、

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
や
地
域
に
お
け
る
専
門
人

材
の
育
成
、
環
境
・
防
災
分
野
の
連

携
な
ど
、
持
続
可
能
な
圏
域
の
形
成

を
目
指
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
検

討
・
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
京
都
府
北
部
地
域
連

携
都
市
圏
形
成
推
進
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://

kyotohokuburenkei.

jp/k/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第
２
期
ビ
ジ
ョ
ン

令
和
３
年
度
～
令
和
７
年
度

協議会ＨＰ

2040 年を見据えた
圏域の将来像

人口減少を克服し、未来へ

の希望を紡ぐ連携都市圏

将来の圏域の
目標人口

2040 年　23 万 9000 人以上

各市町の図書館で本が借りられます

図書館の相互利用サービスを実施していま

す。５市２町にお住いの方なら、どこの図書

館でも本を借りることができます。利用条件

などは各図書館へお問い合せください。

移住・定住ポータルサイト

京都府北部の暮らしや、空き家情

報、働き方、セミナー・イベント

情報などが満載。地域の魅力を発

信していますのでご覧ください。

功績・功労をたたえて

● 旭日双光章 赤松　孝一 さん

赤
あか

松
まつ

孝
こう

一
いち

さん（幾地）は、昭和 62
年４月に野田川町議会議員に初当選
されて以来、平成 10 年 12 月まで、
および平成 11 年４月から合併まで
の 18 年６ヵ月、合併後は与謝野町
議会議員として７年 11 ヵ月の計
26 年６ヵ月にわたり在職されまし
た。在職中は野田川町総務常任委員
会委員長、野田川町地方分権・広域
行政調査特別委員会委員長、野田川

町総務産業常任委員会委員長、野田
川町合併問題特別委員会委員長、与
謝野町総務常任委員会委員長、与謝
野町文教・厚生常任委員会委員長等
の要職を歴任されたほか、平成 24
年５月から平成 26 年４月までの 1
年 11 ヵ月の間、与謝野町議会議長
として円滑な議会運営に尽力され、
町民の福祉の充実や産業の発展に多
大な貢献を果たされました。

● 与謝野町青少年健全育成功労者表彰

与謝野町青少年育成会では、スポー
ツ・文化の指導や青少年を取り巻く
環境の向上等、長年にわたり、さま
ざまな分野において健全育成にご尽
力された方々を対象に、功績を称え
て「功労者表彰」を行っています。
今年度は次の方々が受賞されまし
た。これからも青少年健全育成のた
め、ますますのご指導をよろしくお
願いします。

受賞者のみなさん

市
いち

川
かわ

　洋
よう

子
こ

さん　（岩滝陸上クラブ コーチ）

井
いの

上
うえ

　太
た

郎
ろう

さん　（「学童野球」加悦フレンズ 部長）　

小
こ

西
にし

　勝
かつ

歩
ほ

さん　（「学童野球」野田川スターボーイズ コーチ）　

野
の

村
むら

　茂
しげ

男
お

さん　（「少年サッカー」よさのＦＣ コーチ）

表彰式は、新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言発
出のため中止となりました。

● 正六位 山本　俊夫 さん

昨年 11 月に逝去された山
やま

本
もと

俊
とし

夫
お

さ
ん（幾地）は、昭和 25 年に加悦谷
第二中学校を初任地として教員に採
用されて以降、平成元年３月に６年
間務めた加悦中学校長を退職される
までの約 38 年間在職し、学校教育
の推進に大きく寄与されました。退
職後も、加悦町教育委員会指導主事

や学校教育相談員、幾地区長や幾地
コミュニティセンター館長などを歴
任しご活躍されました。
これらの功績をたたえ、逝去に伴い
この度の受章に至りました。
※ 写真は、代理で受章された息子
　の山

やま
本
もと

雅
まさ

弘
ひろ

さん

21　広報よさの JULY 2021 20



入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

５/18 旧桑飼小学校解体撤去工事 明石地内 ５者 山城建設株式会社 180,700 163,958 163,958 90.73 R3/6/15
～ R4/1/31

５/20 岩滝地区面整備①工事 岩滝地内 14 者 株式会社山田電気商会 6,043 5,279 5,279 87.35 R3/5/28
～ 7/31

５/20 浜町地区宅内ポンプ設置工事 岩滝地内 ９者 有限会社石田建設 5,364 4,705 4,705 87.71 R3/5/26
～ 7/31

問 　総務課 ☎ 43-9010５ 月入札結果

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
枚
３
０
０
円

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
公
財
）
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会

７
月
13
日

発
売
!!

火

問　保健課 ☎ 43-9022
限度額適用認定証等の更新をお願いします
与謝野町国民健康保険、後期高齢者医療保険からのお知らせ

８
月
以
降
、
引
き
続
き
入
院

や
高
額
な
医
療
費
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、「
限
度
額
適
用

認
定
証
」「
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。
印
鑑
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申
請
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
）
を
ご
持
参
の
上
、

８
月
１
日
以
降
に
保
健
課
ま
た

は
岩
滝
・
野
田
川
庁
舎
各
住
民

係
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

限度額適用認定証・標準負担額減額認定証を

役 場 で 交 付 で き る 方

入院することになったときや高額な医

療費が予想されるときは、事前申請に

より、限度額適用認定証（住民税非課

税世帯の方は標準負担額減額認定証も

併せて）が交付されます。この認定証

を医療機関の窓口に提示すると、一医

療機関での医療費の支払いが限度額ま

でとなり、病院等での負担が軽減され

ます。

※ 保険税・料を滞納していると交付されな

い場合があります

限度額適用認定証とは

国民健康保険に加入する７０歳未満の方

国民健康保険に加入する７０歳以上の方で、住民

税非課税世帯に属する方または現役並み所得者の

うち、区分ⅠまたはⅡに該当する方

福祉医療受給者証（老人）を交付されている方で

住民税非課税世帯に属する方

後期高齢者医療保険に加入する方で、住民税非課

税世帯に属する方または現役並み所得者のうち、

区分ⅠまたはⅡに該当する方。ただし、後期高齢

者医療保険加入者で、令和３年７月３１日まで有

効の限度額適用認定証をお持ちの方に対しては、

所得・世帯状況に変更がなければ７月下旬に後期

高齢者医療被保険者証とともに令和４年７月３１

日まで有効の証を郵送します。

魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 58

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
校
お
よ
び
宮
津

天
橋
高
校
加
悦
谷
学
舎
（
以

下
、「
加
悦
谷
」）
で
活
動
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。

今
回
は
学
校
紹
介
動
画
を

作
成
し
た
の
で
、
そ
の
作
成

秘
話
に
つ
い
て
語
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ

の
学
校
紹
介
動
画
は
生
徒
と

一
緒
に
作
っ
た
か
ら
。

学
校
紹
介
動
画
作
成
の
取

り
組
み
は
昨
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
丹

後
通
学
圏
合
同
説
明
会
が
中

止
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
説

明
会
の
代
わ
り
に
各
学
校
で

紹
介
動
画
を
作
成
し
て
そ
れ

を
視
聴
い
た
だ
く
形
式
に
変

更
さ
れ
、
今
年
も
そ
の
流
れ

を
く
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
、
学

校
紹
介
動
画
は
作
成
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し

て
い
た
の
で
、
生
徒
を
巻
き

込
み
た
い
と
常
々
考
え
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
動
画
作
成

に
お
い
て
、
ど
う
や
っ
て
生

徒
を
巻
き
込
め
る
か
…
と
考

え
て
い
た
と
き
に
、
先
生
の

方
か
ら
「
何
か
生
徒
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
の
相
談

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ

幸
い
と
そ
の
要
望
に
乗
っ
か

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
に

動
画
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

動
画
制
作
期
間
１
ヵ
月
あ

る
か
な
い
か
の
短
納
期
に
も

関
わ
ら
ず
、
動
画
の
企
画
か

ら
撮
影
、
作
成
ま
で
の
大
半

を
生
徒
の
皆
さ
ん
に
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
動
画
作
成

に
慣
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
中
で
、
我
な
が
ら
無
茶
な

依
頼
を
し
た
な
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
信
じ
て
任
せ
る

こ
と
と
、
意
見
を
す
る
こ
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
い
こ
と

つ
か
め
ず
、
作
成
し
て
い
る

中
で
あ
れ
こ
れ
要
求
し
た

り
、
意
見
し
た
り
も
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
嫌
な
顔
一

つ
せ
ず
に
対
応
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
一
人
で
作
っ
て
い

た
ら
中
々
出
て
こ
な
か
っ
た

ア
イ
デ
ア
も
提
案
し
て
く
れ

て
、
非
常
に
助
か
り
ま
し
た

し
、
生
徒
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
何
か
を
作
る
こ
と
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

実
際
に
ど
ん
な
動
画

に
な
っ
て
い
る
の
か
？

「
京
都
府
公
立
高
等
学
校

２
０
２
１
」
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
！

京都府立高等学校 2021

YouTube チャンネル

題字　宮津天橋高校加悦谷学舎書道部

　　　３年　松瀬　夏帆

応募締切　８月１９日（木）
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和３年５月末現在

まちのうごき

人　口	20,824 人（－ 27）

　男　	10,002 人（－７）

　女　	10,822 人（－ 20）

世帯数	 9,019 戸（－６）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、５月 16 日から６月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申し込み先・方法

問

申

～ ７月の祝日のごみ収集 ～～ ７月の祝日のごみ収集 ～

７月２２日（木）・２３日（金）は祝日のため、ごみ収集は行いません。お間違えのないようお願いします。

【有料広告】

´

「歌と映画でつづる人権のつど「歌と映画でつづる人権のつど

い」の開催い」の開催

日時　８月７日（土）午後１時半～
４時　※ 入場無料
場所　知遊館
内容　▼「鮎川めぐみさん」のトー
ク　▼「エンゼルハーモニー」合唱
　京都府人権啓発イメージソング
「世界がひとつの家族のように（鮎
川めぐみ作詞・千住明作曲）」　▼
アニメ映画「グリンチ」　▼人権パ
ネル展示〔７月30日（金）～８月
８日（日）〕
定員　先着150人
協賛　宮津人権擁護委員協議会
問　知遊館 ☎46-2451

講演会のご案内

第一線で活躍される方に学ぶ講演会
が、次のとおり開催されます。
日時　８月 22 日（日）午後１時半
～３時
場所　ホテルグランヴィア京都
内容　テーマ「日本、京都を見つめ
直そう」
第１部　林真理子氏（作家）の講演
第２部　林真理子氏と沢登次彦氏

（じゃらんリサーチセンター長）の
パネルディスカッション
定員　100 人（定員を超える申し込
みの場合は抽選）
参加費　無料
　　　　７月 22 日（木）午後５時
までに、（一財）京都府市町村職員
厚生会（☎ 075-411-0084）のホー
ムページ（http://www.kyoto-koseikai.

or.jp）からお申し込みください

マリンレジャーを安全にマリンレジャーを安全に

海で泳ぐ場合は、ライフセーバーや
監視員が常にいる「海開きをしてい
る海水浴場」で泳ぐようにしましょ
う。
　　舞鶴海上保安部
☎ 0773-76-4120

夏休み親子点字教室夏休み親子点字教室

日時　８月６日（金）午後１時半～
３時半　※ 参加無料
場所　丹後視力障害者福祉センター
参加資格　小学１～６年生と保護者
※ 小学生以外でも兄弟・姉妹に同
伴、または保護者に代わる方でも可
※ 子どもだけの参加もできますが、
センターへの送迎については、保護
者の方が必ず責任を持ってください
内容　①視覚障害者を支える道具・
機器の紹介　②ロービジョン体験　
③点字付きメッセージカードづくり
募集人数　10 人（先着順）
持ち物　筆記用具（色えんぴつ・カ
ラーペン・クレヨンなど）、はさみ、
飲み物
　　　　７月 30 日（金）までに、
丹後視力障害者福祉センター（☎
0772-72-0609）へ。

やさしい点字体験教室やさしい点字体験教室

日時　８月５日（木）午後１時半～
３時半　※ 参加無料
場所　丹後視力障害者福祉センター
参加資格　20 歳以上
内容　①「視覚障害者について」と

「視覚障害者の暮らしを支える道具・
機器について」　②点字の初歩から
簡単な読み書きまで
募集人数　10 人（先着順）
注意事項　飲み物は各自でご用意く
ださい
　　　　７月 30 日（金）までに、
丹後視力障害者福祉センター（☎
0772-72-0609）へ。

７月は「社会を明るくする運動」

強調月間・再犯防止啓発月間です

犯罪や非行の防止と更生保護に理解
を深め、犯罪や非行のない安心安全
な明るい社会を地域から築いていき
ましょう。宮津与謝保護司会（☎
47-9550）では、更生保護サポート
センター（中央公民館２階）におい
て毎週月・水・金曜日の午前10時
から午後３時まで犯罪や非行防止・
更生保護に関する相談を受け付けて
いますので、お気軽にご相談くださ
い。なお、例年７月に行っている各
庁舎での式典および街頭啓発等は、
新型コロナウイルス感染症の拡大防
止のため、今年は中止します。
　　住民環境課 ☎43-9030

北部医療センター府民公開講座北部医療センター府民公開講座

日時　７月 18 日（日）午後２時～
４時　※ 定員 100 人
場所　知遊館　※ 入場無料
内容　テーマ「がんと口腔ケアにつ
いて」
講演①「黄疸ではじまるがんの話」
講師　京都府立医科大学附属北部医
療センター　病院長　落合登志哉氏
講演②「がん治療を支える口腔ケア」
講師　京都府立医科大学大学院医学
研究科　歯科口腔科学　講師　山本
俊郎氏
　　　　７月 14 日（水）までに、
氏名・住所・電話番号を京都府立医
科大学附属北部医療センター（☎
46-3371）へ。

娠中の過ごし方、母乳育児等の相談
ができます。

【８月 27 日（金）】図書館司書によ
る妊婦さんや赤ちゃんへのオススメ
本の紹介日です。
対象　妊婦、ご家族の方
※ いずれも午前９時半～ 11 時半
場所　野田川子育て支援センター

（旧岩屋保育所）
その他　月１回開催予定です。
　　子育て応援課 ☎ 43-9024

令和４年令和４年（（２０２２０２２２年）以降の与謝年）以降の与謝

野町成人式野町成人式

民法改正により令和４年（2022
年）４月から成人年齢が18歳に引
き下げられます。与謝野町では、成
人年齢が変更となりましても、従来
どおり20歳の方を対象とした成人
式を開催する予定としています。
　　社会教育課 ☎43-9026

聞こえの相談会聞こえの相談会

人と話しができないことは、とても
つらいものです。一度、聞こえの相
談をしてみませんか。聴力測定およ
び相談は無料。※ 予約制
日時・場所

８月 11 日（水）野田川庁舎
９月８日（水）岩滝ふれあいセンター
11 月 10 日（水）元気館
※ いずれも午後１時～４時
　　　　いずれの会場も５日前まで
に、福祉課（☎ 43-9021）または
与謝郡聴覚言語障害センター（☎
46-5390）へ。

こども園・保育所（園）後期入園こども園・保育所（園）後期入園

入所募集のお知らせ（入所募集のお知らせ（10 ～３月10 ～３月

入園）入園）

令和３年10月～令和４年３月の間
に入園入所を希望される方は、この
期間に必ず申し込みください。
対象施設　かえでこども園・かやこ
ども園・のだがわこども園・桑飼保
育園・山田保育所・石川保育所
入園入所基準　
▼ 入園入所日において、町内に住
民登録がある児童
▼ 同居親族のいずれもが勤務等に
より保育が必要な児童
年齢基準（全施設）

満 10 ヵ月以上の乳児および幼児
■ 10 月入園入所
～令和２年 12 月１日生まれ
■ 11 月入園入所
～令和３年１月１日生まれ
■ 12 月入園入所
～令和３年２月１日生まれ
■ １月入園入所
～令和３年３月１日生まれ
■ ２月入園入所
～令和３年４月１日生まれ
■ ３月入園入所
～令和３年５月１日生まれ
　　７月 19 日（月）～８月６日（金）
の間に、子育て応援課、各こども園、
各保育所（園）にある申込書に必要
事項を記入の上、子育て応援課また
は各施設へ。
注意事項　
▼ 保育所（園）から認定こども園
への移行に向けた取り組みを進めて
おり、今後の所・園の体制等に変更

が生じることが見込まれます。
▼ 保育料について、次の方は無償
化の対象となります。
・３～５歳児すべて（満３歳になっ
た後の４月１日から小学校入学まで）
・０～２歳児のうち住民税非課税世帯
※ ３～５歳児の方は給食費がかか
ります
▼ 詳細は「入園入所案内」をご確
認ください　
　　子育て応援課 ☎ 43-9024

お墓の移動には改葬許可が必要ですお墓の移動には改葬許可が必要です

墓地（納骨堂含む）に埋蔵されてい
る遺骨を、他の墓地に移すことを「改
葬（かいそう）」といいます。
与謝野町内の墓地から町内または町
外の墓地へ遺骨を移される方は、住
民環境課に申請を行い、許可を得る
ことが必要です。許可を受けた後、

「改葬許可証」を移転先の墓地管理
者に提出してください。
申請から許可証の発行までには数日
かかりますので、期間に余裕をもっ
て手続をお願いします。
手続きの詳細については、町公式
ホームページをご覧ください。
　　住民環境課 ☎ 43-9030

ＹＯＳＡＮＯプレママｃａｆ e

自分の体のこと、お腹の子どものこ
と、これからの生活のことなど、ゆっ
くりお話ししませんか。来る時間、
帰る時間は自由です。お気軽にお越
しください。

【７月 28 日（水）】助産師による妊

申

問

問

申問

問

問

申問

申問

申問

問

申問

問
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広告募集中

サイズ　高さ 45 ｍｍ×幅 60 ｍｍ／枠

料　金　１枠 5,000 円 / 月

詳しくは、右記のＱＲコードから

ご確認ください。 町公式ＨＰ
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新型コロナウイルス感染症の影響により収入が令和２年に比べて３割以上減少する方に対し、国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険料の減免を行います。
■ 対象者（次のいずれかに該当）

新型コロナウイルス感染症により、世帯の主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った場合
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年中の世帯の主たる生計維持者の事業収入、不動産収入、山
林収入、または給与収入の減少が見込まれる場合（令和２年に比べて３割以上減少）。ただし、減少する見込
みの収入の令和２年所得が０円、またはマイナスの場合は対象となりません。
※ 対象者の所得要件等がありますので、詳しくは担当課までお問い合わせください

①
②

問　国民健康保険税および後期高齢者医療保険料（保健課 ☎ 43-9022）、介護保険料（福祉課 ☎ 43-9021）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の減免
新型コロナ
対 策

令和２年７月１日から令和４年 12 月 31 日までの間に、土地とその上物の取引額の合計が 500 万円以下で、都市計
画区域（旧岩滝町）内の低未利用土地（※１）等の要件を満たす取り引きにより譲渡をした場合、売主の長期譲渡所
得が 100 万円特別控除されます。

「低未利用土地等確認書」の交付を希望される方は、必要書類をご準備の上、観光交流課に申請してください。

低未利用土地等の譲渡に係る所得税および個人住民税の特例措置

譲渡前に低未利用土地であること、および譲渡後に買主が利用の意向を有することについて町が確認した
ものに限る

※ １

問　観光交流課 ☎ 43-9016

項目 内容

業 務 内 容
ワクチン接種会場における受付・誘導・接種後事務処理
※ 期間中、５日間程度のコールセンター業務（簡単なパソコン操作あり）勤務あり

勤 務 日 ・ 時 間
水・土・日（ワクチン接種業務の日）
午前８時 15 分～午後４時 30 分の７時間程度　※ 午前・午後のみでも可能

勤 務 場 所 野田川わーくぱるまたは加悦庁舎（保健課）

勤 務 条 件 等

【報酬単価】前歴により決定し上限 971 円／時間
【通勤手当】距離等に応じて条例で定める基準により支給
【期末手当・退職手当】なし
※ 勤務時間、休憩時間、休暇その他の勤務条件は、町が別に定める条例・規則によります

社 会 保 険 等【社会保険】なし　　【雇用保険】任用期間および勤務時間に応じて加入要件を満たす場合に加入

任 用 期 間 採用日からワクチン接種業務が終了するまで（令和３年 11 月末見込み）

申込期限・方法
８月 31 日（火）までに、総務課または町公式ホームページにある「選考申込書兼履歴書」を、記
入のうえ総務課に提出してください。ただし、募集枠に到達次第、終了します。

備 考
申込者の中から随時選考し、採用者・採用日を決定します。選考の日程は申込者に随時お知らせ
します。

問 い 合 わ せ 先 総務課 ☎ 43-9010

会計年度任用職員の募集（新型コロナワクチン接種業務）



新型コロナ対策

与謝野町では、新型コロナウイルス感染症の影響による消費支出の低迷に対し、町内消費喚起と町内事業

者の事業継続および売り上げ拡大を図るとともに、収入減による住民生活の支援を目的に町内の登録店舗

で使用できる「よさの地域支えあい商品券」を住民の皆さんに配布します。

対 象 者
１　令和３年４月１日現在で与謝野町の住民基本台帳に記載されている方

２　令和３年４月２日から令和３年１０月３１日までに生まれた方、または与謝野　

　　町に転入した方

３　令和３年成人式（１月１０日開催済み）出席対象の方

使用期間 令和３年 ～８ １月 日（日） 3112 日（金）月

配 布 額

１人あたり 5,000 円分

１冊（５００円券×１０枚）

０～６歳以下の未就学児は、１人あた

り５，０００円を加算して配布します

※

配布する商品券の見本です

使用場所
与謝野町内で取扱店として事前に登録された店舗

郵送する封筒に商品券の使用できる取扱店舗一覧表を同封しま

す。また、取扱店舗は引き続き募集中ですので、最新情報は町

公式ホームページまたは与謝野町有線テレビデータ放送をご覧

ください

※ 町
公
式
Ｈ
Ｐ

父・母・子（４歳）・子（１歳）の４人世帯の例

通常配布分　世帯員が４人なので４冊（２０,０００円分）

加 算 分　６歳以下の未就学児が２人いるので２冊（１０,０００円分）加算

合計６冊（３０,０００円分）を世帯主宛にまとめて郵送

問い合わせ先

商工振興課 ☎ 43-9012

注意事項
「商品券が使用できない」商品があります。町公式ホームページまたは与謝野町有

線テレビデータ放送に掲載していますのでご覧ください。

※ 発送準備ができた地域から順次郵送しています。地域によってはお手元に届く

時期に違いが生じる場合がありますが、７月中に町内全域に配布できる予定です。
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よさの地域支えあい商品券 を 配布します


